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一
九
九
一
年
以
降
、
ア
ジ
ア
の
大
国
で
あ
る
イ
ン
ド
は
、
そ
れ
ま
で
の

「
社
会
主
義
型
社
会
」
か
ら
脱
皮
し
、
計
画
経
済
か
ら
市
場
経
済
に
ウ
ェ

イ
ト
を
移
し
つ
つ
急
成
長
を
遂
げ
つ
つ
あ
る
。
こ
の
特
集
は
、
そ
う
し
た

イ
ン
ド
の
成
長
の
部
分
に
焦
点
を
当
て
、
そ
れ
を
客
観
的
か
つ
批
判
的
に

分
析
し
た
研
究
成
果
の
要
約
で
あ
る
。

　

私
の
親
し
い
イ
ン
ド
の
友
人
に
よ
る
と
、
イ
ン
ド
経
済
の
実
像
は
孔
雀

と
同
じ
で
あ
る
と
い
う
。「
光
」
の
部
分
は
、
羽
を
広
げ
た
美
し
い
孔
雀

の
姿
、
つ
ま
り
順
調
な
経
済
成
長
で
あ
り
、「
影
」
の
部
分
は
、
そ
れ
を

支
え
る
醜
い
足
の
部
分
、
つ
ま
り
開
発
に
取
り
残
さ
れ
た
多
数
の
貧
困
層

の
存
在
で
あ
る
と
い
う
。

　

こ
の
エ
ッ
セ
イ
で
は
、
そ
の
美
し
さ
の
ミ
ス
マ
ッ
チ
を
解
消
す
る
た
め

に
必
要
な
長
期
的
開
発
課
題
に
つ
い
て
問
題
提
起
し
て
み
た
い
。
そ
れ
は
、

人
間
の
所
産
で
あ
る
資
本
と
労
働
と
異
な
り
、
天
然
資
源
で
あ
る
土
地
と

水
、
お
よ
び
両
者
の
関
係
性
に
関
す
る
課
題
で
あ
り
、
お
お
よ
そ
以
下
の

三
点
に
集
約
で
き
る
だ
ろ
う
。
第
一
、
南
ア
ジ
ア
に
お
い
て
は
、
在
地
権

力
（
土
地
所
有
を
背
景
と
し
た
権
力
集
団
）
が
、
い
ま
だ
に
政
治
的
、
社

会
的
に
大
き
な
影
響
力
を
持
ち
、
格
差
・
貧
困
問
題
解
決
の
制
約
条
件
と

な
っ
て
い
る
。
第
二
、
ス
ト
ッ
ク
と
し
て
の
土
地
の
保
有
状
況
が
、
貧
困

者
と
非
貧
困
者
が
識
別
さ
れ
る
最
重
要
な
指
標
で
あ
り
、
し
か
も
そ
の
格

差
は
拡
大
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、
土
地
の
価
格
が
、
地
代
よ
り
、
遥
か
に

速
い
ス
ピ
ー
ド
で
上
昇
し
て
き
た
と
い
う
歴
史
的
事
実
に
よ
る
も
の
で
あ

る
が
、
そ
の
過
程
で
形
成
さ
れ
た
、
い
わ
ゆ
る
土
地
バ
ブ
ル
は
、
通
常
と

違
い
容
易
に
弾
け
な
い
特
徴
を
持
っ
て
い
る
。
そ
の
理
由
は
、
土
地
の
購

入
が
、
金
融
の
仲
介
を
受
け
る
こ
と
な
く
、
大
部
分
が
、
ミ
ク
ロ
レ
ベ
ル

の
過
剰
流
動
性
（
地
代
の
集
積
、
海
外
送
金
等
）
に
よ
っ
て
フ
ァ
イ
ナ
ン

ス
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
第
三
、
地
球
温
暖
化
に
伴
っ
て
そ
の
重
要

性
を
増
し
て
き
た
水
、
特
に
地
下
水
へ
の
ア
ク
セ
ス
と
土
地
所
有
と
の
関

係
性
で
あ
る
。
イ
ン
ド
、
パ
キ
ス
タ
ン
の
農
村
社
会
は
、
農
家
と
、
そ
れ

に
匹
敵
す
る
大
き
さ
の
非
農
家
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
。
農
村
に
居

住
す
る
非
農
家
は
、
農
村
雑
業
層
と
で
も
言
う
べ
き
階
層
で
、
身
分
的
に

差
別
さ
れ
、
土
地
無
し
で
、
貧
困
率
も
農
家
よ
り
高
い
。
農
家
に
も
土
地

を
所
有
し
な
い
小
作
農
が
存
在
す
る
が
、
こ
れ
ら
小
作
農
と
非
農
家
層
は
、

他
律
的
に
し
か
地
表
水
お
よ
び
地
下
水
に
ア
ク
セ
ス
す
る
術
が
な
い
。
な

ぜ
な
ら
、
水
へ
の
ア
ク
セ
ス
は
、
土
地
所
有
を
媒
介
と
し
て
初
め
て
可
能

と
な
る
か
ら
で
あ
る
。

　

以
上
の
諸
点
の
開
発
政
策
と
し
て
の
重
要
性
は
、
進
行
す
る
土
地
バ
ブ

ル
を
放
置
す
る
と
、
農
村
社
会
に
お
け
る
個
人
間
・
地
域
間
格
差
が
加
速

さ
れ
る
だ
け
で
な
く
、
地
価
高
騰
が
非
農
業
セ
ク
タ
ー
に
お
け
る
民
間
投

資
、
お
よ
び
公
的
投
資
の
拡
大
を
も
阻
害
す
る
危
険
性
が
あ
る
と
い
う
点

で
あ
る
。
さ
ら
に
、
地
球
温
暖
化
の
進
行
を
前
提
に
す
れ
ば
、
現
存
の
農

業
用
水
の
確
保
と
、
人
口
増
加
に
伴
う
生
活
用
水
や
、
産
業
の
発
達
を
支

え
る
水
需
要
の
増
加
を
ま
か
な
う
た
め
に
は
、
地
表
水
の
水
管
理
の
改
革

の
緊
急
性
と
と
も
に
、
よ
り
長
期
的
に
は
、
地
下
水
の
「
自
由
財
」
か
ら

「
公
共
財
」
へ
の
転
化
と
、
そ
の
一
元
的
管
理
が
鍵
を
握
る
と
思
わ
れ
る
。
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巻頭エッセイ

平
島
成
望

イ
ン
ド
経
済
の
持
続
的
成
長
と
二
つ
の
制
約
条
件


